
市の人口と世帯数
平成26年（2014年）10月1日現在

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

85,396人
44,292人
41,104人
37,003世帯

（＋36人）
（－16人）
（＋52人）
（＋40世帯）

前月比

今月の主な内容

「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語 あなたの行動で　町をきれいに

2

のびのび遊べたよ

大人気、ハッピーこまちゃん

どちらもがんばれ！（わんぱく相撲）

ものづくり体験広場の様子

パレードの始まり

市役所屋上からの市民まつりの光景

こ
の
ま
ち
好
き
で
す　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

こ
の
ま
ち
好
き
で
す　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

こ
の
ま
ち
好
き
で
す　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
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平成25年度会計別決算／平成25年度
決算に基づく健全化判断比率等 3・・・
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八潮高校・八潮南高校の編集

　

10
月
26
日
、
市
役
所
周
辺
と
け
や
き
通
り
を
会
場
に
、

「
や
し
お
市
民
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
11
万
５
０
０

０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
気
に
恵

ま
れ
、
パ
レ
ー
ド
、
子
ど
も
ま
つ
り
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
な
ど
が
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
25
日
に
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
土
俵
で
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

空メール画面になるので何か一文字入れて送信してください。

第
23
回
や
し
お
市
民
ま
つ
り

第
23
回
や
し
お
市
民
ま
つ
り

第
23
回
や
し
お
市
民
ま
つ
り

おしらせHOTコーナー案内・催し

募集・840伝言板・
行ってみたいなとなりまち

6～7・・・・・・・・・

4～5・・・・・

8～9・・・・・・・・・・・・・・・・
児童虐待防止月間／
「第4次八潮市行政改革大綱・実施計画」
取組結果概要（平成25年度）

臨 時 福 祉

申請受付中!!
〈平成27年1月5日まで〉

給付金子育て世帯臨時特例

給付金詐欺に注意!!
電話でATMに入金させるのは
詐欺を疑ってください。

制度や申請方法のお問い合わせは
☎0800-805-7733
（給付金専用・通話料無料）

□問
市
民
協
働
推
進
課
☎
○内
４
６
５

サ　 ギ
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育児に悩んだり、虐待の通報は
児童相談所全国共通ダイヤル

相談窓口
■子どもの養育や虐待の相談
市子育て支援課

市家庭児童相談室

保健センター

子育て相談(わんぱる）

越谷児童相談所草加支所

休日夜間児童虐待通報ダイヤル

草加保健所

子どもスマイルネット

乳幼児子育て相談

☎996-2111○内 427
☎996-2111○内 472
☎995-3381

☎999-0321

☎920-4152

☎048-779-1154

☎925-1551

☎048-822-7007

☎048-556-3311

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
を
守
る
べ
き
親
や
養
育
者
が
、
子
ど
も
の
心
や
身
体
を
傷
つ

け
、
健
や
か
な
成
長
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

た
め
ら
わ
ず　

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ　

命
の
輪

☎0570-064-000（24時間受付）

「
第
４
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
」 

取
組
結
果
概
要（
平
成
25
年
度
分
）

「
第
４
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
」 

取
組
結
果
概
要（
平
成
25
年
度
分
）

「
第
４
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
」 

取
組
結
果
概
要（
平
成
25
年
度
分
）

　

市
で
は
、「
第
４
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
23
年
度
〜
27
年
度
）」
を
策
定
し
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
取
組
結
果
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
840
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
企
画
経
営
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

取組項目 財政効果額 取組状況および成果の概要
「第4次八潮市行政改革大綱・実施計画」財政効果額一覧

1-2-1（歳出）
「八潮市環境マネジメントシステム」に基づく
環境に配慮した事務事業の推進

※数値目標があるものおよび取組成果などに実績額の記載があるものを掲載
▲はマイナスを表す

（単位：円）

1-2-2（歳出）
家庭ごみの排出抑制・再生利用の推進

7-1-2（歳入）【市税】
市税・国保税現年度課税分の納税率の向上

7-1-2（歳入）【国民健康保険税】
市税・国保税現年度課税分の納税率の向上

7-1-3（歳入）【市税】
市税・国保税滞納繰越分の納税率の向上

7-1-3（歳入）【国民健康保険税】
市税・国保税滞納繰越分の納税率の向上

7-1-6（歳入）
使用料・手数料等収納率の向上

7-1-9（歳入）
有料広告の掲載

7-2-1（歳出）
職員定数の適正化に伴う人件費の抑制

7-2-2（歳出）
給与削減による人件費の抑制

7-2-3（歳出）
時間外勤務の抑制

7-2-4（歳出）
給付事業の見直しに伴う扶助費の適正化

7-2-8（歳出）
複合機の活用によるコストの削減

8-1-1（歳入）
上水道事業における経営改革の推進

8-1-1（歳出）
上水道事業における経営改革の推進

8-2-1（歳入）
下水道事業における経営改革の推進

計

14,292,225

▲ 6,082,832

129,900,514

72,866,527

144,020,275

133,488,453

969,052

1,440,000

116,415,000

7,151,294

▲ 26,204,000

9,240,569

1,000,000

54,069,000

16,211,000

5,224,000

674,001,077

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
８
８
５

□問
子
育
て
支
援
課
☎
○内
４
２
７

●環境マネジメントプログラム、エコオフィス手順書による、電気・
紙・水使用量・ごみ排出量の削減の取り組み

●市民への啓発などを実施（雑紙回収袋を東埼玉資源環境組合
事務連絡協議会で作成し、各イベントにて配布）

●夜間・休日納税相談および電話催告を実施
●文書催告、債権（給与含む）差押および不動産の公売を実施
●市税現年度課税分納税率：97.71％
●国民健康保険税現年度課税分納税率：83.99％
●市税滞納繰越分納税率：32.12％
●国民健康保険税滞納繰越分納税率：20.45％

●電話催告および保育所と連携した保護者との面談を実施（保育料）
●汲み取り停止、個別訪問を継続して実施（し尿処理手数料）
●昼、夜間督促などの個別訪問を実施（市営住宅使用料）
●学校と連携し、未納者への催促、面談、家庭訪問を実施（給食費）
●他市などの取組状況を把握し、有料広告の掲載について検討
●広告企業を確保し、掲載

●職員定数の適正化に伴う人件費の抑制
●八潮市定員管理計画の645人に対し、実績645人

●時限的措置として、市長、副市長、教育長の給与減額を実施

●ノー残業デー報告書の提出による時間外勤務抑制の徹底

●基本方針に基づく扶助費の適正化
●生活保護では、就労促進指導員による被保護者への支援を行
い、就労者数34人（7世帯）が自立
●高齢者在宅サービスでは、給付時に在宅情況確認などを実施
●4月に出先機関のプリンタ（16台）、コピー機（18台）およびファクス
（14台）の機器を複合機20台に入れ替え

●効率的な水利用の促進とともに、安定した経営基盤の強化を図
るための各種取り組みを実施
●未収金の徴収対策や民間的経営手法の導入による事務事業
費削減などを実施

●下水道使用料などの見直しに向けた準備
●未収金の徴収対策を実施

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
の
中
で
行

わ
れ
る
た
め
、発
見
さ
れ
に
く
く
、

ま
た
虐
待
者
が
親
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
は
逃
げ
た
り
、
救
い
を
求

め
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
す
べ

て
の
国
民
の
義
務
と
し
て
、
虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
と
き
は
、
児
童
相
談
所

な
ど
に
連
絡
（
通
告
）
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

連
絡
（
通
告
）
は
、
子
ど
も
を

守
る
と
と
も
に
、
虐
待
し
て
し
ま

う
親
も
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と
が

優
先
さ
れ
る
た
め
、
医
師
や
公
務

員
な
ど
の
「
守
秘
義
務
」
違
反
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し

た
方
が
誰
か
が
分
か
ら
な
い
よ
う

に
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

周
囲
の
方
の
温
か
い
ま
な
ざ
し

と
行
動
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ん
で
く
れ

な
い
、
ヤ
ダ
ヤ
ダ
を
繰
り
返
す
…

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
不
安
や
悩
み
は
、
親
で
あ
れ
ば

誰
も
が
抱
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
育
児
の
ス
ト
レ
ス
が

虐
待
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
に
、

次
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

け

健
や
か
な
成
長
や
人
格
の
形
成

み
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
は
、
家
庭
の
中
で
行

わ
れ
る
た
め
、発
見
さ
れ
に
く
く
、

皆
さ
ん
で
防
ぐ
児
童
虐
待

と
行
動
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ん
で
く
れ

な
い
、
ヤ
ダ
ヤ
ダ
を
繰
り
返
す
…

子
育
て
を
し
て
い
る
方
へ

（受付時間は、個別にお問い合わせください）（受付時間は、個別にお問い合わせください）

☎0570-064-000（24時間受付）

（単位：円）
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健全化判断比率

資金不足比率

説　　　　明

一般会計などの赤字の大きさを表します

市全体の赤字の大きさを表します

借入金など、その年の返済額の大きさを
表します

借入金の残高など、今後支払わなければ
ならない負債の大きさを表します

比率名

会　　計　　名

表１　一般会計および特別会計決算額

表２　上水道事業決算額

会　　計　　名

上水道事業

公共下水道事業

稲荷伊草第二土地区画整理事業

鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業

大瀬古新田土地区画整理事業

西袋上馬場土地区画整理事業

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業

20.0％

経営健全化基準※3平成25年度

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

平成25年度数値

赤字なし

赤字なし

11.1%

126.3%

早期健全化基準※1

12.71%

17.71%

25.0％

350.0％

財政再生基準※2

20.00％

30.00％

35.0％

※１ 健全化判断比率のいずれかの比率が、基準以上の場合、財政健全化計画の策定が義務付けられ、自主的な改善努力による財政健全化が求められます。
※２ 健全化判断比率のうち、将来負担比率を除いたいずれかの比率が基準以上の場合、財政再生計画の策定が義務付けられ、国などの関与による確実な再生が求められます。
※３ 資金不足比率が、経営健全化基準以上の公営企業には、経営健全化計画の策定が義務付けられます。

一般

国民健康保険

公共下水道事業

稲荷伊草第二土地区画整理事業

鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業

大瀬古新田土地区画整理事業

西袋上馬場土地区画整理事業

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業

介護保険

後期高齢者医療

（単位：円、％）

予算現額

32,183,367,500

10,585,390,000

3,991,937,709

144,960,000

109,147,000

366,581,300

851,818,467

1,666,516,940

3,966,011,000

635,855,000

30,124,878,314

28,488,384,785

10,736,290,419

10,270,606,613

3,745,692,855

3,471,966,968

135,137,555

73,250,027

91,705,207

61,848,353

353,934,137

214,181,067

802,626,181

543,697,075

1,449,411,190

1,374,489,639

3,733,962,688

3,560,824,140

625,706,643

607,051,026

93.6

88.5

101.4

97.0

93.8

87.0

93.2

50.5

84.0

56.7

96.5

58.4

94.2

63.8

87.0

82.5

94.1

89.8

98.4

95.5

収入済額

支出済額

収入率

執行率

区　分

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

予算額

1,880,569,000

1,774,747,000

778,786,000

1,453,073,000

決算額

1,879,516,173

1,726,385,705

527,173,953

1,021,510,999

執行率

99.9

97.3

67.7

70.3

（単位：円、％）

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将 来 負 担 比 率  

＊詳しくは、市ホームページでご覧いただけます。

　

平
成
25
年
度
上
水
道
事
業
の
決

算
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。
収

益
的
収
入
の
ほ
と
ん
ど
が
水
道
料

金
収
入
で
す
。
ま
た
、
収
益
的
支

出
の
主
な
も
の
は
、
県
水
受
水
費

が
約
32
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
そ

の
ほ
か
、
修
繕
費
、
水
道
料
金
徴

収
業
務
委
託
料
、
浄
・
配
水
場
施

設
管
理
業
務
委
託
料
、
企
業
債
利

息
な
ど
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
「
第
４
次
八

潮
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
の
実

現
を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
「
選
択
と

集
中
」
の
視
点
で
、
実
施
計
画
に

基
づ
き
事
業
を
厳
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
に
対
し
て
編
成
さ

れ
た
予
算
を
計
画
的
、
効
率
的
に

執
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
301
億
２

４
８
７
万
８
３
１
４
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
0
・
5
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
、
284
億
８

８
３
８
万
４
７
８
５
円
で
、
前
年

と
比
較
し
て
0
・
3
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

潮止中学校耐震補強および大規模改修工事

□問
財
政
課
☎
○内
３
０
６

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
、
八
潮
市
の
健
全
化
判
断

比
率
等
の
算
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

八
潮
市
の
比
率
は
い
ず
れ
も
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
早
期
健
全
化
基
準
（
財
政
再
生

基
準
）、
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

会
計
別
決
算

会
計
別
決
算

平
成
25
年
度

　

平
成
26
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
上
水
道
事

業
の
決
算
が
承
認
さ
れ
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
決
算

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　
　

  

健
全
化
判
断
比
率
等

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　
　

  

健
全
化
判
断
比
率
等

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　
　

  

健
全
化
判
断
比
率
等

□問
会
計
課
☎
○内
２
０
１

一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
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　市では、内部被ばくに対する食品の安全性確保のため、小・中学
校、保育所などの給食食材や市内で生産された農産物の放射能濃度
測定を行っています。 □問環境リサイクル課☎○内351

●市内農産物

学校…米･牛乳･調理前食材･調理後給食
保育所…米･牛乳･翌日分食材･当日分食材
私立幼稚園…米･当日分給食

不検出 不検出 不検出

食材など 放射性ヨウ素
131

放射性セシウム
134 137

●学校・保育所・私立幼稚園給食
測定期間　7月28日～10月24日

（単位：ベクレル/ｋｇ）

測定期間　7月28日から10月24日まで（単位：ベクレル/ｋｇ）

□問農政課☎　○内 ２９９ <参考>食品衛生法の規定に基づく食品の放
射性物質に関する放射性セシウムの基準値

※セシウムは134と137の合計

食品群 放射性セシウム
（ベクレル／kg）

一般食品
乳児用食品
牛乳
飲料水

100
50
50
10

※不検出とは、測定した放射性物質の量が
定量下限値を下回る結果であることを表し
ます。
　各測定ごとの定量下限値の詳細は、市
ホームページをご覧になるか、お問い合わせ
ください。
※放射能濃度測定結果および市内全域に
おける放射線量測定結果の詳細は、市ホ
ームページをご覧ください。

不検出 不検出不検出

品　目 放射性ヨウ素
131

放射性セシウム
134 137

ナス、うり、かぼちゃ、きゅうり、とう
がん、小松菜、米

学校・保育所等給食、八潮産農産物
の放射能濃度測定結果

学校・保育所等給食、八潮産農産物
の放射能濃度測定結果

□問学校給食は学務課　☎○内３６６、保育所および八潮学園、八潮保
育園は子育て支援課☎○内 ４８０、私立幼稚園給食は教育総務課☎
○内 ３６１

®

防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。
通話料は無料です。

●防災行政無線
　テレホンサービス

会
議
の
開
催

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

試
験
機
関
利
用
補
助
制
度

展
示
会
等
出
展
費
用
補
助
制
度

お
正
月
バ
ー
ジ
ョ
ン「
ハ
ッ
ピ

ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
」の
イ
ラ
ス
ト

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

平
成
27
年（
2
0
1
5
年
）版

埼
玉
県
民
手
帳
の
頒
布

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全

国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
―
11
月
12
日
〜
25
日
―

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

い
い

み
ら
い

巡
回
聴
覚
障
が
い
者
相
談

●
第
5
回
八
潮
市
自
治
基
本
条
例
検
証
委

員
会
の
傍
聴

□日
11
月
11
日
㈫　

午
後
6
時
15
分
〜

□場
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室

□内
自
治
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
市
民
協
働
推
進
課
☎
○内
4
6
5

●
第
3
回
市
民
活
動
推
進
委
員
会
の
傍
聴

□日
11
月
13
日
㈭　

午
後
2
時
〜

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
資
料
室

□内
八
潮
市
に
お
け
る
協
働
の
方
向
性
に
つ

い
て
ほ
か

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
市
民
協
働
推
進
課
☎
○内
3
2
8

●
第
1
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の
傍

聴□日
11
月
14
日
㈮　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□場
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

□内
草
加
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

に
つ
い
て
（
八
潮
市
決
定
）、
草
加
都
市

計
画
地
区
計
画
（
八
潮
南
部
東
地
区
、
八

潮
南
部
中
央
地
区
、
八
潮
南
部
西
地
区
）

の
変
更
に
つ
い
て
（
八
潮
市
決
定
）

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）　

□問
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
☎
○内
2
7
0

●
第
2
回
八
潮
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
の
傍
聴

□日
11
月
26
日
㈬　

午
後
1
時
15
分
〜
2
時

30
分

□場
保
健
セ
ン
タ
ー　

□内
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
れ

は
、
テ
ス
ト
で
す
（
3
回
）▼
こ
ち
ら
は
、

防
災
や
し
お
で
す
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ

イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
試
験
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□問
交
通
防
災
課
☎
○内
3
0
5

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま

ち
ゃ
ん
」
お
正
月
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
イ
ラ
ス

ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

お
正
月
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
使
用
申
請
は

不
要
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
3
3
8
1

□日
12
月
19
日
㈮
ま
で　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時

□場
企
画
経
営
課

□内
▼
色
＝
黒
（
月
間
予
定
表
部
分
横
罫

式
）、
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
（
月
間
予

定
表
部
分
升
目
式
）▼
規
格
＝
14
×
8
・

5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

□費
500
円
（
税
込
み
）

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
2
3
3

　

市
で
は
、
行
政
手
続
条
例
に
基
づ
き
、

規
則
な
ど
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
す
る
と
き
は
、
そ
の
要
領
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市
民
参
画
」コ
ー
ナ
ー

に
掲
載
（
市
役
所
「
840
情
報
資
料
コ
ー

ナ
ー
」
に
も
設
置
）
し
ま
す
。

　

掲
載
は
、
規
則
な
ど
を
定
め
る
機
会
の

あ
る
た
び
と
な
る
た
め
不
定
期
で
す
が
、

意
見
の
募
集
期
間
を
原
則
30
日
間
と
し
て

い
ま
す
。「
市
民
参
画
」
コ
ー
ナ
ー
を
ご

覧
い
た
だ
き
、意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

□問
▼
内
容
＝
掲
載
し
て
い
る
担
当
課
▼
制

度
＝
総
務
人
事
課
☎
○内
2
3
0

　

市
内
の
中
小
企
業
者
の
方
が
、
市
外
の

工
業
の
展
示
会
・
見
本
市
（
以
下
「
展
示

会
等
」
と
い
う
）
に
出
展
す
る
た
め
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

□対
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

〈
申
し
込
み
資
格
〉▼
市
内
に
1
年
以
上
住

所
（
事
業
所
）
を
有
し
、
1
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
▼
申
込
日
現
在
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
方

〈
対
象
展
示
会
等
〉▼
国
・
地
方
公
共
団
体

な
ど
の
公
的
機
関
が
主
催
ま
た
は
後
援

し
、
か
つ
市
外
（
国
内
に
限
る
）
で
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
製
品
・
技
術
な
ど
を
紹

介
す
る
出
展
小
間
数
が
100
以
上
で
あ
る
こ

と
▼
販
売
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し

な
い
こ
と
▼
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
▼
中
小
企
業
者
が
参
画
す
る
団
体

な
ど
が
主
催
す
る
内
部
的
な
も
の
で
な
い

こ
と

〈
補
助
対
象
経
費
〉▼
会
場
使
用
料
▼
出
展

物
の
展
示
装
飾
に
か
か
る
費
用
▼
出
展
物

の
運
搬
費
用

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の

□内
八
潮
市
食
育
推
進
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て □

定
5
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
3
3
8
1

●
八
潮
市
環
境
審
議
会
の
傍
聴

□日
11
月
21
日
㈮　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

□場
市
役
所
第
2
会
議
室

□内
八
潮
市
環
境
報
告
書
に
つ
い
て
ほ
か

□定
10
人
（
申
込
順
）

□申
11
月
14
日
か
ら
20
日
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
（
☎
○内
3
3

8
）
へ

●
第
2
回
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し

お
苑
運
営
委
員
会
の
傍
聴

□日
11
月
19
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

□場
水
道
部
第
3
会
議
室

□内
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し
お
苑
平

成
26
年
度
上
半
期
事
業
報
告
に
つ
い
て

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
4
4
7

●
第
3
回
八
潮
市
外
部
評
価
委
員
会
の
傍

聴□日
12
月
2
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜

□場
市
役
所
第
2
応
接
室

□内
平
成
26
年
度
外
部
評
価
報
告
書
案
に
つ

い
て

□定
10
人
（
申
込
順
）

□申
11
月
14
日
か
ら
12
月
2
日
の
正
午
ま
で

に
、
企
画
経
営
課
（
☎
○内
8
8
5
）
へ

　

国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

□日
11
月
28
日
㈮　

午
前
11
時
〜

1
以
内
（
100
円
未
満
切
り
捨
て
・
上
限
5

万
円
）※
予
算
枠
に
達
し
次
第
終
了

□申
平
成
27
年
3
月
13
日
ま
で

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
2
0
2

　

市
内
の
中
小
企
業
者
の
方
が
、新
製
品
・

新
技
術
の
開
発
な
ど
の
た
め
、
試
験
機
関

の
設
備
を
使
用
、
ま
た
は
試
験
を
依
頼
し

た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

□対
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

〈
申
し
込
み
資
格
〉▼
市
内
に
1
年
以
上
住

所
（
事
業
所
）
を
有
し
、
1
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
▼
申
込
日
現
在
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
方

〈
対
象
試
験
機
関
〉①
地
方
公
共
団
体
な
ど

が
設
置
す
る
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

公
的
試
験
機
関
②
私
立
大
学
お
よ
び
民
間

企
業
に
附
属
す
る
研
究
施
設
、
そ
の
他
の

試
験
機
関

補
助
金
の
額　

使
用
料
ま
た
は
手
数
料
の

2
分
の
1
以
内
（
100
円
未
満
切
り
捨
て
）

た
だ
し
、
対
象
試
験
機
関
①
は
上
限
3
万

円
、
対
象
試
験
機
関
②
は
上
限
5
万
円
※

予
算
枠
に
達
し
次
第
終
了

□申
平
成
27
年
3
月
13
日
ま
で

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
2
0
2

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
売
買
春
、

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

す
。
ど
ん
な
間
柄
で
あ
っ
て
も
、
相
手
を

傷
つ
け
る
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、男
女
と
も
に
支
え
あ
い
、

よ
り
よ
い
男
女
共
同
参
画
社
会
を
築
く
た

め
、「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
み
る
こ
と
」

を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
」
で
す
。

□問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
○内
8
1
1

□日
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈷　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
7
時
（
22
日
・
23
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
）

□内
電
話
相
談
☎
0
5
7
0
・
070
・
810

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□問
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

048
・
859
・
3
5
0
7

　

年
金
の
日
を
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
自

身
の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.nenkin.go.jp

）
で
確

認
ま
た
は
、
越
谷
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
越
谷
年
金
事
務
所
☎
048
・
960
・
1
1
9

0□日
11
月
19
日
㈬　

所
内
相
談
＝
午
前
10
時

〜
正
午
、
訪
問
相
談
＝
午
後
1
時
〜
3
時

□場
吉
川
市
中
央
公
民
館
201
研
修
室

※
所
内
相
談
は
事
前
申
込
不
要
、
訪
問
相

談
は
要
申
し
込
み

□問
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
☎
048

・
814
・
3
3
5
3
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宅地販売
□内稲荷伊草第二土地区画整理事業地区内（東武スカイツリーライン草
加駅から東方約3キロメートル）、1区画、販売面積＝246平方メートル（約
74.5坪）
□費29,520,000円（120,000円／平方メートル、約396,000円／坪）
【販売方法】
□日①11月13日㈭・14日㈮（当該事業地区内に所有権または借地権を有
する方）②11月17日㈪・18日㈫（①に申し込みがなかった場合のみ）　午
前9時～午後2時
□場市街地整備課
□持抽せん参加保証金50万円
【抽せん】
□日11月27日㈭　午前10時～
□場市役所別館Ｂ会議室
※申し込みがなかった場合は、11月19日から随時販売
詳しくは、お問い合わせください。
□問市街地整備課☎○内 ４６０

第
40
回
八
潮
市
農
業
祭

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
会（
第
1
期
）

ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
ナ
ー
ス
の

復
職
を
埼
玉
県
が
応
援

八
潮
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
助
成
金
申
請
事
業

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

青
少
年
ア
ニ
メ・ア
フ
レ
コ
体
験
講
座

第
43
回
八
潮
市
鉢
の
会
盆
栽
展
示
会

八
幡
公
民
館
講
座

平
成
27
年
八
潮
市
成
人
式

普
通
救
命
講
習
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

や
し
お
の
山
東
菜
で
漬
物
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
委
託
事

業「
表
現
を
楽
し
む
朗
読
講
座
」

や
し
お
市
民
大
学
学
生
企
画

公
開
講
座

市
民
後
見
人
養
成
講
座（
基

礎
課
程
）

お
し
ら
せ
H
O
T
コ
ー
ナ
ー
は
、
8
面
へ

続
き
ま
す
。

開
館
25
周
年
記
念
事
業「
日
本

を
変
え
た
火
縄
銃
の
歴
史
―

記
念
講
演
と
甲
冑
試
着
体
験
」

か
っ

ち
ゅ
う

浄
化
槽
の
法
定
検
査

□日
平
成
27
年
1
月
12
日
㈷　

午
前
9
時
30

分
〜
正
午
、
3
月
1
日
㈰　

午
前
9
時
30

分
〜
正
午
、
6
月
21
日
㈰　

午
後
1
時
〜

5
時
（
予
定
）
※
全
3
回
・
各
回
15
分
前

か
ら
受
付

□場
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

□対
市
内
在
住
の
小
学
校
5
年
生

□日
11
月
13
日
㈭　

午
後
2
時
30
分
〜

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

□内
申
請
団
体
に
よ
る
助
成
金
申
請
事
業
の

説
明

※
事
前
申
込
不
要

□問
市
民
協
働
推
進
課
☎
○内
3
2
8

□日
12
月
6
日
㈯　

午
後
5
時
〜
9
時
、
12

月
7
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
※
完

売
次
第
終
了

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
、
み
ど
り
の
広
場

□内
▼
6
日
＝
展
示
農
産
物
一
般
公
開
▼
7

日
＝
地
場
農
産
物
展
示
品
予
約
販
売
、
農

産
物
・
漬
物
加
工
品
、
つ
き
た
て
餅
、
焼

き
そ
ば
な
ど
の
販
売
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

□問
農
政
課
☎
○内
2
9
9

第
5
回
八
潮
市
特
産
品
・
推
奨
品
フ
ェ
ア

同
時
開
催
（
7
日
の
み
）

□内
特
産
品
・
推
奨
品
の
販
売
、
大
抽
選
会

な
ど

□問
八
潮
市
商
工
会
☎
996
・
1
9
2
6

□日
11
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰　

午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
14
日
は
午
後
3
時
か
ら
、
16

日
は
午
後
3
時
ま
で
）

□場
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室

□問
農
政
課
☎
○内
2
9
9

①
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

□日
12
月
14
日
㈰　

午
後
3
時
〜
5
時

□場
八
幡
公
民
館
第
2
会
議
室

□対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□内
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
作
る
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
、
動
物
な
ど

講
師　

 

か
ね　

こ　

 

け
ん 

い
ち

金
子
賢
一
さ
ん

□持
持
ち
帰
り
用
袋
（
45
リ
ッ
ト
ル
ゴ
ミ

袋
）

□定
30
人
（
申
込
順
）

□対
幼
児
〜
大
人

□内
当
世
具
足
甲
冑
試
着
体
験
、
家
紋
切
り

紙
体
験

□定
紙
鎧
100
人
（
当
日
先
着
順
）
、
本
鎧
24

人
（
申
込
順
）

―
①
②
共
通
―

□費
無
料

□申
11
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

資
料
館
（
☎
997
・
6
6
6
6
）
へ
※
紙
鎧

試
着
体
験
は
事
前
申
込
不
要

□日
12
月
10
日
・
17
日
、
平
成
27
年
1
月
7

日
・
14
日
（
各
水
曜
日
・
全
4
回
）　

午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

□場
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
、
「
八
潮
健
康
づ
く

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
の
コ
ー
ス

（
約
3
〜
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

□内
「
八
潮
市
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
」
の
コ
ー
ス
の
散
策
、
や
し
お
歩

け
歩
け
協
会
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実

技
指
導

□持
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

□費
300
円
（
保
険
代
）

□申
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ
（
☎
080
・
4
8
0
5
・

8
4
0
1
）
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
3
3
8
1

□日
11
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
1

□内
音
声
の
表
現
方
法

□定
25
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
11
月
14
日
か
ら
、
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
（
☎
○内
8
1
1
）
へ

□日
12
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午
※
作

成
し
た
漬
物
は
、
12
月
23
日
㈷
午
後
1
時

30
分
か
ら
引
き
渡
し
ま
す
。

□場
こ
ま
ち
ゃ
ん
工
房
（
鶴
ケ
曽
根
）

□対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

講
師　

  

こ  

ば
や
し

小
林
よ
し
さ
ん

□定
20
人
（
申
込
順
、
2
人
1
組
で
の
参
加

可
）

□費
3
5
0
0
円
（
20
リ
ッ
ト
ル
容
量
の
漬

物
桶
を
お
持
ち
の
方
は
3
0
0
0
円
）

□申
11
月
14
日
か
ら
12
月
4
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
や
し
お
生
涯
楽
習
館

（
☎
994
・
1
0
0
0
、
受
付
＝
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
へ

□日
11
月
22
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

□内
渋
沢
栄
一
を
生
ん
だ
風
土
と
近
代
社
会

に
果
た
し
た
役
割

講
師　

　

き　

む
ら  

た
か　

お

木
村
孝
雄
さ
ん
（
深
谷
歴
史
文
化

研
究
会
大
寄
会
会
長
）

□費
無
料

□問
や
し
お
市
民
大
学
運
営
事
務
局
☎
951
・

0
5
2
1

□日
平
成
27
年
１
月
10
日
〜
2
月
7
日
（
毎

週
土
曜
日
・
全
5
回
）　

午
前
10
時
〜
午

後
3
時
50
分

□場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

社
会
適
応
訓
練
室

□対
市
内
在
住
の
25
歳
以
上
68
歳
以
下
で
募

集
要
項
（
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
内
公
共

施
設
で
配
布
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
す
べ

て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

□内
成
年
後
見
制
度
お
よ
び
市
民
後
見
概

論
、
成
年
後
見
制
度
の
関
係
諸
制
度
、
対

象
者
の
理
解
な
ど

□定
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
）

□費
4
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□申
12
月
5
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書

（
募
集
要
項
に
添
付
）
を
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
995
・
3
6
3

6
）
へ

※
申
込
者
は
、
12
月
12
日
㈮
の
午
前
10
時

か
ら
11
時
ま
で
、
や
す
ら
ぎ
で
開
催
す
る

事
前
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□費
無
料

②
ク
リ
ス
マ
ス
・
手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

　

フ
ル
ー
ツ
と
ク
リ
ー
ム
の
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
を
ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
に
仕
立
て
ま

す
。

□日
12
月
19
日
㈮　

午
後
1
時
〜
4
時

□場
八
幡
公
民
館
調
理
室
ほ
か

□対
幼
児
を
持
つ
親
（
託
児
若
干
名
あ
り
）

講
師　

洋
菓
子
研
究
家

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

□定
16
人
（
申
込
順
）

□費
1
0
0
0
円
（
12
月
6
日
ま
で
に
納

入
）

―
①
②
共
通
―

□申
11
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
6
2
1
6
、
受
付

＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ

□日
12
月
6
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正
午

□場
消
防
署
視
聴
覚
室

□対
中
学
生
以
上

□内
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
〈
A
E
D
〉

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
な
ど
）

□定
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
）

□費
無
料

□申
11
月
28
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
消
防
署
（
☎
998
・
0
1
1
9
）
へ

①
記
念
講
演
お
よ
び
火
術
鉄
砲
隊
形
演
武

□日
11
月
23
日
㈷　

午
前
11
時
〜
正
午

□場
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室
ほ
か

□内
火
縄
銃
か
ら
幕
末
西
洋
銃
に
い
た
る
銃

の
変
遷
と
歴
史
▼
講
師
＝　

   

こ　

に
し  

ま
さ  

の
り

小
西
雅
徳
さ

ん
（
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」

技
術
指
導
者
）
▼
形
演
武
（
火
縄
銃
・
西

洋
銃
）
＝
西
洋
流
火
術
鉄
砲
隊
保
存
会

□定
80
人
（
申
込
順
）

②
甲
冑
試
着
体
験
ほ
か

□日
11
月
23
日
㈷　

午
後
1
時
〜
3
時

□場
南
後
谷
緑
の
広
場
（
資
料
館
隣
接
）
※

雨
天
の
場
合
は
資
料
館
内

　

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
（
庭
先
や
駐
車

場
な
ど
に
2
、
3
個
並
ん
だ
マ
ン
ホ
ー
ル

ふ
た
や
空
気
を
送
る
機
器
が
あ
る
方
）は
、

年
1
回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水

な
ど
を
確
認
し
、
浄
化
機
能
を
検
査
し
ま

す
。
検
査
結
果
は
、
使
用
者
や
保
守
点
検

業
者
に
通
知
さ
れ
、
普
段
の
維
持
管
理
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

　

法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
県

指
定
検
査
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□費
10
人
槽
以
下
（
家
庭
用
）
5
0
0
0
円
、

11
人
槽
以
上
は
要
問
い
合
わ
せ

□問
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
☎
048
・
533
・
4

7
0
0

　

県
で
は
、
看
護
師
の
職
場
復
帰
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
方
も
安

心
し
て
復
職
で
き
る
よ
う
、
再
就
職
が
決

ま
っ
た
病
院
な
ど
で
の
3
カ
月
間
の
充
実

し
た
勤
務
研
修
に
よ
り
、
職
場
復
帰
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
再
就
職
前
の

講
習
会
（
3
日
間
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
研
修
を
実
施
で
き
る
医
療
・

介
護
施
設
も
募
集
し
て
い
ま
す
（
県
か
ら

助
成
あ
り
）。

□申
埼
玉
県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

（
☎
048
・
824
・
7
2
6
6
）
へ

□問
県
医
療
整
備
課
☎
048
・
830
・
3
5
4
3

□内
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

習
な
ど

※
第
1
期
に
す
べ
て
出
席
し
た
方
は
、
平

成
27
年
8
月
開
催
予
定
の
第
2
期
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
宿
泊
研
修
会
（
2
泊
3

日
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□持
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、
タ
オ

ル
な
ど
、
運
動
で
き
る
服
装
（
ズ
ボ
ン
着

用
）

□定
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
、
結
果
は
12
月
中
旬
ま
で
に
通
知
）

□費
無
料

□申
12
月
1
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
☎

○内
3
6
5
）
へ

□日
12
月
13
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分

□場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

□対
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
〜
20
歳
の

方□内
ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成

講
師　

　

む　

と
う  

ゆ
う　

じ

武
藤
裕
治
さ
ん
（
ア
ニ
メ
「
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
監
督
）
ほ
か
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
声
優

□定
50
人
程
度
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
11
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
☎
○内
3
5
7
）
へ

　

12
月
上
旬
、
市
内
在
住
の
対
象
者
に
案

内
を
郵
送
し
ま
す
。

□日
平
成
27
年
1
月
12
日
㈷　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
50
分
（
受
付
＝
午
後
1
時
〜
）

□場
八
潮
メ
セ
ナ

□対
平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成
7
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
方

□内
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か

※
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
社
会
教
育
課
☎
○内
3
5
7
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スshakaikyoiku@city.yashio.lg.jp
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八潮高校・八潮南高校生が編集しました

　

救
命
は
、
周
囲
の
安
全
を
確
認

し
助
け
を
呼
ん
だ
あ
と
、
胸
骨
圧

迫
、
人
工
呼
吸
を
繰
り
返
し
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
る
場

合
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
指
示
を
聞
き
必

要
で
あ
れ
ば
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行

い
、
再
び
胸
骨
圧
迫
を
行
い
、
救

急
車
の
到
着
を
待
ち
ま
す
。
周
り

に
人
が
い
る
場
合
は
声
を
掛
け
合

い
、
協
力
す
る
こ
と
も
救
命
を
行

う
う
え
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
自
動
体
外
式
除
細
動

器
と
い
い
、
心
電
図
の
解
析
を
自

動
で
行
い
、
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
性

を
判
断
し
て
く
れ
る
た
め
、
私
た

ち
で
も
簡
単
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
電
源
を
入
れ
る
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
指
示
を
す
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ

に
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
練
習
だ
っ
た
の
で
、
一

連
の
流
れ
を
焦
ら
ず
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
誰
か

が
目
の
前
で
倒
れ
た
り
し
た
場
合

は
練
習
の
と
き
の
よ
う
に
は
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

周
り
で
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
き
た
り
、
119
番

通
報
を
す
る
こ
と
な
ら
で
き
る
と

思
う
の
で
、
自
分
か
ら
手
伝
う
こ

と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た
知
識

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
何
回
も
講

習
会
に
参
加
し
て
、
自
分
た
ち
の

救
命
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
渡
過
で
は
、
命
綱
を
つ

け
て
、
消
防
士
の
方
が
一
番
楽
で

簡
単
だ
と
言
う
チ
ロ
リ
ア
ン
と
い

う
渡
り
方
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

地
上
か
ら
綱
ま
で
の
高
さ
が
７

メ
ー
ト
ル
で
、
意
外
と
高
く
、
思

っ
て
い
た
よ
り
怖
か
っ
た
で
す
。

　

渡
る
前
は
、
お
手
本
を
見
せ
て

く
れ
た
消
防
士
の
方
が
、
ス
ム
ー

ズ
に
渡
っ
て
い
た
の
で
簡
単
そ
う

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
自
分
が
や
っ
て
み
る
と
見
た

目
以
上
に
筋
力
が
必
要
で
、
20
メ

ー
ト
ル
の
綱
が
と
て
も
長
く
感
じ

ま
し
た
。
体
験
し
た
人
の
中
に
は
、

最
後
ま
で
渡
り
き
れ
な
か
っ
た
人

や
、
翌
日
に
筋
肉
痛
に
な
っ
た
人

も
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
普
段
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
い
る
人
は
違
う
な
と
感

じ
ま
し
た
。

　

放
水
は
、
ホ
ー
ス
自
体
が
重
く
、

消
防
士
の
方
に
後
ろ
で
支
え
て
も

ら
い
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
水
が
出
る
と
そ
の
圧
力
で

身
体
が
の
け
反
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
後
ろ
の
方
で
ホ
ー
ス
に
余
裕

を
と
っ
て
、
圧
力
を
逃
が
す
こ
と

が
コ
ツ
と
い
う
の
を
初
め
て
知
っ

て
驚
き
ま
し
た
。

救　

命

体験1

放　

水

体験2

　

消
防
署
に
は
94
人
の
職
員
が
お

り
、
そ
の
う
ち
66
人
が
交
代
で
24

時
間
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
隊
員
は
、
119
番
通
報
を
受

け
て
出
動
し
、
消
火
活
動
や
避
難

誘
導
、
救
命
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

出
動
の
な
い
と
き
は
、
消
火
栓

の
点
検
や
救
急
救
助
な
ど
の
各
種

訓
練
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
方
へ
向
け
た

A
E
D
講
習
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
の
火
災
件
数
は
13
件
で

今
ま
で
で
最
も
少
な
い
件
数
で
し

た
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
救
急
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
６
割
が
軽
傷
で
す
。

　

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の

た
め
、
皆
さ
ん
も
確
認
を
し
て
か

ら
呼
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
研
修
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

若
者
向
け
広
報
編
集
委
員
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
消
防
署
に
行
き
東

日
本
大
震
災
の
映
像
を
見
る
ま
で
、

あ
の
と
き
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
映
像

は
、
東
北
で
地
震
が
あ
っ
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
始
ま
り
、
次
に

津
波
、
そ
し
て
福
島
第
一
原
発
の

事
故
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
家
が

流
さ
れ
、
何
も
か
も
失
っ
て
し
ま

っ
た
方
々
は
、
電
灯
も
な
い
寒
い

屋
根
の
上
で
、
毛
布
１
枚
で
過
ご

し
た
そ
う
で
す
。
被
災
し
た
方
々

が
夜
空
を
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に

は
無
数
の
星
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
た

と
き
、
み
ん
な
悲
し
み
の
涙
を
流

し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

消
防
隊
員
や
自
衛
隊
員
は
、
危
険

を
顧
み
ず
、
被
災
し
た
方
々
の
救

助
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

救
助
を
行
っ
た
消
防
隊
員
や
自
衛

隊
員
を
日
本
の
誇
り
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
た
だ
応
援
す
る
だ
け
で
な
く
、

東
北
の
復
興
の
た
め
に
募
金
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参

加
し
た
い
で
す
。

災
害
研
修

　

消
防
署
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
動

車
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
最

も
大
き
い
自
動
車
が
は
し
ご
車
で

す
。

　

こ
の
は
し
ご
車
は
20
ト
ン
近
く

あ
り
、
地
上
40
メ
ー
ト
ル
ま
で
、

は
し
ご
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
般
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
で
表

す
と
13
階
に
相
当
す
る
高
さ
で
す
。

は
し
ご
に
は
３
人
乗
り
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
が
付
い
て
い
て
、
高
所
で
の

消
火
や
救
助
の
際
に
活
躍
し
ま
す
。

は
し
ご
の
操
作
は
、
運
転
席
だ
け

で
な
く
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
上
で
も
で

き
ま
す
。

　

は
し
ご
車
が
出
動
す
る
機
会
は

少
な
い
よ
う
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
火
災
現
場
に
す
ぐ
出
動
で
き
る

の
で
、
も
し
も
の
と
き
は
安
心
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

実
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て
み

る
と
、
思
っ
た
よ
り
中
が
狭
く
感

じ
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
上
昇

し
始
め
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
地

上
に
い
る
人
が
小
さ
く
米
粒
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
火
事
の
と
き
、

こ
ん
な
に
高
く
限
ら
れ
た
場
所
で

消
火
と
救
助
を
行
う
消
防
士
の
仕

事
は
、
と
て
も
危
険
で
勇
気
の
い

る
仕
事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

は
し
ご
車

体験4

消
防
署
に

つ
い
て

ロ
ー
プ
渡
過

体験3

と　
　
　
　
か

八
潮
市
の 

守
り
手

八
潮
市
の 

守
り
手

人
を
助
け
る
市
民
の
味
方
●
●
●

消
防
署

っ
て

た

、
9
番

し
て
み
ま
し
た

救急

消防
&

体
験

　

８
月
５
日
、
八
潮
高
校
と
八
潮
南
高
校
の
生
徒
８
人
で
、
八
潮
市
消
防
署

に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
の
体
験
や
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。
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Q
冬
に
多
く
な
る
救
急
内
容
は
な

ん
で
す
か
？

A
冬
に
特
に
多
い
の
は
急
性
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
で
す
。
１
年
中
起

こ
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
血
圧
が

上
が
る
冬
に
、
特
に
多
く
起
こ
り

ま
す
。

Q
駆
け
つ
け
た
ら
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
処
置
を
行
う
の
で
す

か
？

A
心
停
止
に
備
え
た
措
置
、
心
電

図
モ
ニ
タ
ー
を
準
備
し
て
い
ざ
と

な
っ
た
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
打
て

る
体
制
を
と
っ
て
病
院
に
搬
送
し

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

上
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
と
体
温
が

奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
体
温
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

い
ま
す
。

Q
救
急
救
命
士
と
医
師
の
違
い
は

な
ん
で
す
か
？

A
医
師
は
、
医
療
行
為
が
全
て
で

き
る
の
で
す
が
、
救
急
救
命
士
は

一
部
の
措
置
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
心
停
止
し
た
方
へ

の
点
滴
や
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い

う
薬
剤
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
で

す
。
そ
の
他
に
は
、
呼
吸
停
止
の

方
に
人
工
呼
吸
を
し
や
す
く
す
る

た
め
の
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
る
な
ど

の
措
置
が
で
き
ま
す
。

Q
救
急
救
命
士
で
は
女
性
が
男
性

に
比
べ
て
苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

A
女
性
は
力
の
面
で
は
不
利
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者

へ
の
気
遣
い
や
安
心
感
を
あ
た
え

る
こ
と
は
女
性
に
も
で
き
ま
す
。

特
に
、
女
性
患
者
に
は
「
女
性
救

命
士
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Q
学
校
で
習
っ
た
こ
と
と
現
場
で

の
違
い
は
な
ん
で
す
か
？

A
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
人
形
を
使

う
た
め
体
の
大
き
さ
が
同
じ
で
す

が
、
現
場
で
処
置
を
行
う
相
手
は

体
の
大
き
さ
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
そ
う
い
っ
た
違
い
は
感
じ
ま

す
。

Q
今
後
女
性
の
職
員
が
増
え
て
い

く
と
思
う
の
で
す
が
、
目
指
し
て

い
る
方
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

A
女
性
消
防
士
は
、
こ
れ
か
ら
需

要
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

体
力
面
だ
け
で
は
な
く
、
き
め
細

や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
る
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
あ
き
ら
め
な
い
で
目
指

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

八
潮
高
校

八
潮
高
校

八
潮
南
高
校

編
集
後
記

　

今
ま
で
新
聞
の
編
集
な
ん
て
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
た

ら
自
分
た
ち
の
感
じ
た
こ
と
が
伝
わ
る

か
を
考
え
な
が
ら
一
生
懸
命
作
業
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
八
潮
高
校
生
徒
会
は
消
防
署

に
つ
い
て
、
ロ
ー
プ
渡
過
、
放
水
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
編
集
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

ど
の
記
事
も
、
ど
の
写
真
が
よ
り
迫

力
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
と
か
、
ど
の
よ

う
に
記
事
に
書
い
た
ら
、
伝
わ
り
や
す

い
か
を
考
え
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、

そ
こ
が
一
番
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

経
験
の
な
い
4
人
が
編
集
し
て
い
る

の
で
、
伝
わ
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

　

右
か
ら
、

２
年　

山
本　

圭
佑

２
年　

大
山　

陸

２
年　

渡
邉　

樹
莉

２
年　

工
藤　

あ
か
り

　

広
報
や
し
お
の
編
集
作
業
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
作
し
て
い
く

中
で
、
な
か
な
か
文
章
や
ア
イ
デ
ア
が

思
い
つ
か
ず
大
変
で
し
た
が
、
八
潮
高

校
、
八
潮
南
高
校
両
校
の
力
を
合
わ
せ

て
良
い
紙
面
が
出
来
上
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ロ
ー
プ
渡
過
・
放
水
体
験
は
思
っ
た

よ
り
体
力
を
使
う
大
変
な
訓
練
で
し
た
。

は
し
ご
車
体
験
は
市
内
を
空
か
ら
見
渡

す
こ
と
が
で
き
感
動
し
ま
し
た
。

　

今
回
取
材
に
行
き
、
改
め
て
市
民
を

守
る
消
防
・
救
急
の
仕
事
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
場
面

に
あ
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
行
動
に
移

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
署
、
市
役
所
、
そ
し
て
広
報
や

し
お
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

右
か
ら
、

３
年　

鈴
木　

暉

３
年　

宮
下　

涼
介

２
年　

森
田　

蒼
生

２
年　

福
田　

惇
史

オフショット

「顔あげて」の声に頭を
あげてしまった大山君

「頑張ります」とやる
気満々のメンバー

「疲れた」とぐったり
しているロープ渡過後

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

救
急
隊
員 

沼
口
孝
喜
さ
ん

救
急
隊
員 

岩
井
洋
子
さ
ん

後後

「スカイツリーも見える
」と興奮ぎみのメンバーZOOM!

　

岡
庭
先
生
は
、今
年
で
教
員
２

年
目
で
す
。顔
に
似
合
わ
ず
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
が
大
好
き
で
、生
徒
が
親

し
み
や
す
い
先
生
で
す
。

Q
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
い
つ
で

す
か
？

A
小
学
校
１
年
生
の
秋（
７
歳
頃
）

か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

Q
な
ぜ
教
師
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

A
友
達
に『
教
師
向
い
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
？
』と
言
わ
れ
て
教
師
に
な
り

ま
し
た
。

Q
小
さ
い
こ
ろ
の
将
来
の
夢
は
な
ん

で
し
た
か
？

A
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
で
す
。な
ん

の
競
技
で
も
い
い
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
か
っ
た
で
す（
笑
）

Q
最
後
に
、私
た
ち
へ一
言
お
願
い
し

ま
す
。

A
勉
強
も
部
活
も
悔
い
を
残
さ
な

い
よ
う
に
頑
張
れ
。

　

八
潮
南
高
校
で
は
、
昨
年
30
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
今
年

の
夏
季
休
業
期
間
を
使
っ
て
普
通

教
室
棟
の
大
規
模
改
修
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
校
舎
の
外

壁
を
ベ
ー
ジ
ュ
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
に

化
粧
直
し
を
し
て
、
校
舎
内
に
は

腰
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
以
前
と

比
べ
て
全
体
的
に
暖
か
い
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
校
舎
内
の
塗
装
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の
新
設
な

ど
を
し
ま
し
た
。
見
て
い
て
と
て

も
気
持
ち
の
良
い
校
舎
に
な
り
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
毎
年
恒
例
名
物
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▲

サ
ッ
カ
ー
部
副
顧
問　

岡
庭
秀
明
先
生

八
潮
南
高
校

大
規
模
改
修

コ
ラ
ム

こ
う　

  

そ
く

視
点
が
あ
る
と
思
い

き
ら
め
な
い
で
目
指

と
思
い
ま
すす
。

ンバーンバ


